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稻の異なる種類間に於ける類縁關係の血清學的研究1)

加 藤 茂 苞

丸 山 吉 雄

(昭 和 三 年 二 月 十 一 日 受 領)

A.緒 言

蛋白質に対する血清反応 の特異性 を利用して一般生物種族の今類が試 みられ・且其特異性

は絶体 的にあらすして或る程度の類属反応 を示すが故に生物種族間の類縁關係の親疎をも知

り得 るといふ事實が認めらるるに至 り甚だ興味ある問題 となれ り。

此方面には既に幾多の業績があげられ,植 物に就いては が小麥,ラ イ麥,燕

麥等の問に於ける關係を沈澱反感によりて識別し得た るを初 めとし,

(11)は 禾本科所属 の諸種につき研究 し,は 沈澱反応 によりて大麥・ツメクサ

等の關係を探 り,恐 らくは植物の種及び変種の識別をもなし得 るものならん と推論せ り。

次で は被子植物 を材料 とし沈澱反応 及凝集反応 によりて其等の類縁關

係 を研究分類 し,は 沈澱反応,補体 結合反応,過 敏症反応 及凝集反応 によりて之

を追誰せ り。

は五種の荳科植物,オ ー ト及小変の各種間に於ける差異 を沈澱反応 を以て明か

にし,血清學的に之を分類せ り。

纐纈(7)は 裸子植物及び被子植物に就 て・小島(6)は 双子葉植物及裸子植物に就て,沈

澱反応 を以て夫等D類 縁關係 を追及せり。

而 して纐纈は,種 子浸出液が何れ も正常家兎血清に接触せ しむる事によりて著 しく沈澱 を

生するを見,該 液を以て沈澱反応 を行はん とする場合には豫め正常家兎血清を加へ生ぜる沈

澱物を除去するにあらざれば誤謬を來 す恐れあるを主張 し,斯 の如 く前処理 を施せる種子浸

出液を利用して行ふ方法を沈澱反応変 法と名づけ,之 を從 張の沈澱反応 法に優る方法 として

推奨せ り。

最近に至 り 等は沈澱反応 及過敏症反応 により,二{づ し種の

荳科植物につき研究 し,其 類縁關係は根瘤菌の寄生力と一致せ りと。

翻つて,本 研究の材料なる稻 に就 きての分類學上の研究業績を見 るに・
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從來既に多 くの人により分類せられ 及 によれば之を梗稻

及濡稻 に二大別 し,更 に粒の大小,芒 の有無,粒 の色,穎 及

芒の色によりて細分せ り。

次に田中(17)は 通常栽培稻 及長穎稻

に二大別し,通 常栽培稻 を梗,糀 に分ち,梗 稻 を更に通常稻,香 稻,紫 稻に

三別 し,通 常稻 を芒の有無,粒 の形状,粒 の大小に分ち,此 等 を粒の色,並 びに秤 及芒の 色に

ょりて細別し,更 に早生,中 生,晩 生稻 及水稻,陸 稻に細分せ り。樹精稻及長穎稻に於て も同

様の項目に從ぴ分類せ り。

吉川(10)は 作物の分類は,栽 培上並びに利用上の性質に最 も重きを置かざるべからすと

なし,前 者にょりては水稻,陸 稻,草 丈の長短,芒 の有無及早生,中 生,晩 生によりて分類 し,

後者によりては硬稻,糀 稻及粒の形状,大 小,玄 米の色により分類せ り。

斯の如 く從來行はれた る稻の分類は,何 れ も外見上の形態及生理的性質の差異のみを根擦

として行はれた るものにして,未だ共類縁關係の眞相を明かにする上に逡憾の職なき能はす。

故に著者等は1923年 以來共系統間の異同を血清學的に研究 し,多 少にて も共鋏 を補はんこ

とを期 した り。

然 して本研究上の主なる着目点は,從 來 より梗稻,蠕 稻或は水稻,陸 稻,叉 は赤米,通 常白

米に於ける相互間に は顯著なる種族的区別有 るが如 く稻せらるLも,果 して斯の如 き大なる

差 を有するや否や。

日本内地稻は地理的に如何なる系統に属 し且東洋各地に於ける稻相互間の類縁關係は如何

又從來 より沃度反応 に於て硬稻 に屡 しつつある和稻(主 として印度,支 那其他 日本以外の各

地に産 し長形にして粘力なきもの)は,今 日迄の分類に於ては梗稻中に加へ之を区別せざる

が如 きも,他 の稻(梗 稻,糀 稻,水 稻,陸 稻)に 樹し如何なる位置にあるものなるやの諸瓢に

あり。

樹稻以外の禾本科植物撒種 をも研究材料に加へ此較資料に供する事 とぜ り。
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B.實 験材料及方法

工 實 験 材 料

實験材料 としては本學部附属農場に於て・各其栽培地 より聖 り寄せ・栽培せる新 しき種子

を用 ひた り。

大麥  (Hordeum sativum, JESS.', 小麥 (Triticum  sativum, LAM.),
.
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稻 は日本内地,朝 鮮,蜜i湾及支那の下記諸品種を用ひた り。

日本内地水稻 として は關山,雄 町,神 力,黒 藷,長 穎稻 西國河内,紀 念糀,元 氣儒 を使用

せ り。

以上の内,關 山は多 くの芒 を有 し芒色は始は白きも成熟中途 より褐色 とな り,分蘖少 く,米

質悪く,収量 少 く,極 めて早熟にして不順の氣候に耐へ,粗 放の栽培に適 し,内 地にては極め

て幼稚の品種に屡す。

雄 町は白色系統の稻にして少短芒 を有 し,分蘖 は中位,米 質良好なる中熟種にして・稗高 く

穗大にして大粒種なり。

神力は白色系統にして無芒,分蘖 多く,米 質は中位なる晩熟種にして,中 粒・集約の栽培に

よりて収量 多 く極めて進歩せる品種に属す。

要するに關山は最 も幼稚の品種,瀞 力は最も改良ぜられたる楯種,雄 町は其中間の もの と

して選定せ り。

黒藷は赤米種にして,栽 培上性強健,冷 水及不順 の氣候に耐へ,米 の粘力最 も少 く・長穎稻

は護穎長 く禾孚二枚の如 く見ゆるが故に二枚皮の名あり。 西國河内は香稻にして・紀念糀は水

稻儒,有 芒種にして響先及芒に紅色あり。

元氣精は少短芒 を有 し玄米の表皮白色なるも,これを同 じく白色なる白和 と交配すればF。

植物の子實の表皮赤色を生じ即 ち赤米 となる品種 なり。

次に,内 地陸稻 としては早不知,田 優,岐 阜精 を使用せ り。早不知,田 優は共に梗にして前

者は茎葉粗大陸稻の特色を有 し,後 者は梢優細にして多少水稻に近 き品種なり。

朝鮮在來水稻 としては,多 々租及サルペーを使用せ り。 前者は朝鮮中部 にて從來多 く栽培

せられたる白芒種 にして,後 者は朝鮮に於て栽培稻 に混じ自生して雑草的に害をなす ものに

して,禾孚は淡友色を帯び,完 熟ぜすして睨落 し充實不充分にして野生的なるが故に朝鮮に於

ては野生稻 と稻するも,草型は 日本型*に 屡す。

嘉潤 在來水稻 としては短廣花螺を使用せ り。本種は壷灘北部に多 く裁培せらるるものにし

て,一 般 に外國種系統(印 度型)た る豪湾稻 としては比較的粒圓 く幾分の粘力を帯び,多 少日

*日 本型 の丈字 は妥當な鋏 ぐや もはか られぬ も假 りに之な使用す
。



本稻に近 しと稽せらるる品種なるも,大体 和 にして草型 も印度型に属 す。

支那水稻としては湖南和,常 熟晩稻及紅血精 を使用せり。

湖南和は茎葉の色淡緑,葉 の幅長大にして純然たる印度型の品種なり。常熟晩稻は支那稻

中,日本稻に最 も類似せ る品種にして,草 型及玄米の形状,粘 力等 日本稻に甚だ近き品種な9。

紅血濡は玄米の表皮濃紫黒色 を呈 し,秤 も亦紫黒色にして紫紅色の芒あり。草型は印度型

なるも米を煮れば粘力あ りて普通の濡 と異ならす。

II.抗 元及冤疫血清の製法

抗元としては,及 等は化學的に純粋 とせる種子蛋白質を以てせしも,

著者等は に從ひ種子食塵水浸出液を使用せ り。

先づ成熟せる最新の種子 を粉末 とな し,石油 ヱーテルにて脱脂 し,乾 燥後一定重量(1瓦)

・の粉末を乳鉢にとり0 .85%の 生理的食塵水一定量(10c.c.)を 加へ充分研和 した る後二時間

室温に放置し,上 清 を分ち,更 に遠心して浮游物を除去せ り。

而 して,冤 疫元液 としては直ちに之を用ひ得べきも,沈澱元液 としては纐纈(7)に 從ぴて,

之に正常家兎血清(1:1)を 加へ生ぜる沈澱 を除去せるもの を使用せ り。

前記種子浸出液 を三周目毎 に5c・c・宛家兎の耳静脈内に七回注射し5乃 至6日 目に試探

血 をなし,其 冤疫 血清につき各家兎の冤疫債を槍 し,共 慣低 きに失し未だ使用に堪へざる時

に於ては,更 に二同の注射を行ひ再び試採血をなし冤疫債充分なるを認めた る後,最 後の注

射より一一一一週間にして全採血を行ひ,得 た る血液 より分離 した る血清は眞室管に牧め0。-2。C.

の氷室に貯藏せ り。冤疫動物 としては,常 に体重2冠 内外の家兎を各種につき3匹 宛使用

・せ り。

GOHLKE

GASIS (4) WELLS (20)

III・ 實 験 方 法

1)無 庭置 冤疫 血清 を以 て せ る輪 環 沈殿反応

沈 澱反応 と して は 輪 環 法 を採 用 せ り(3)。 即 ち沈 澱 元 た るべ き 蛋 白質 含 有 量 を一・定 に せ る

種 子浸 出液 を逐 次2倍 進 数 的 に稀訳 し,或 る特 別 の場 合 に於 ての み 之 を1.5倍 進数 的 に稀 澤

Lし,斯 くして得 た る諸 種濃 度 の液 を順 次2,3,4,5.....12と す 。

次 に 冤疫 血 清0.1c.c,を 容 れ た る細 小試験 管の数 列 を設 け,上 記 の稀訳 法 に よ りて得 た る敏

種 の諸 種 濃度 の沈 澱 元液 を 夫 々稀訳 な る方 よ り順 次0.5c.c.宛 徐 々 に加 へ,免 疫 血清 上 に層 重

す 。此 際両 者 の 接 賜面 に生 す る沈澱 の 強 弱 は 勿 論,反応 の 起 る時間 も亦 類縁 關 係 の親 疎 判定

・の 一 要素 な る を以 て(15)
,20。-26。C.の 室 温 に於 て,15分,30分,60分,120分 の4同 に亘 り



て反応 を観察し,反応 の張弱以外に其速度をも留意ぜ り。但し後に掲 ぐる諸表に於ける成績

は便宜上2時 間後に表はれたる反応の強弱を以て示せ り。

供試種子食盛水浸出液に含有せらるる蛋白質の量的差異に よりて生する誤差を可及的排除

するためには,種 子粉末 と生理的食藍水 との割合 を一定にする外に尚其蛋白質含有量を測定

し,操(14)の 方法に倣ぴ共含有量を一定せ り。

荷各實験に際 しては,常 に対照 として

翫 冤疫 血清に生理的食塵水 を暦重せ るもの

b・ 正常家兎血清に沈澱元基本液 を層重せ るもの

を設け何れも共反応 陰性なるを見た り。

而して成績の表示に用ひたる符號は,⊥ は漸 く認め得る痕跡の渥濁 を,+は 稀薄なが ら

も紛ふ ことなき潤濁層の出現 を,帯 は凝塊 をなして沈降しつつある強沈澱 を,+,+,帯 は

+及 帯間に 於ける種 々の程度の陽性反鷹 を示 し,一 は反応 の陰性 なるを示す。而 して實

験の結果は,何 れの番號に相當する稀訳度まで陽性反応 を示すかを現す数字によりて表示し

た り。

2)試 験管内飽和冤疫血清 を以てせる輪環沈澱反応

操(13)は 山羊及牛を材料 とし,沈 澱反応 により冤疫血清の特異化に關する研究 をなし,

WEICHARDT氏 飽和沈澱法(19)に 一改良を加へ これ を試験管内飽和法 と稻 し,更 に生膿内飽・

和法なる一新法を推奨せるが,余 等 も無盧置冤疫1血清 を以て識別困難なる場合 に之等の方法

を採用せ り。今試験管内飽和法の實施 を例示せば,湖 南和冤疫血清 を以て 湖南和浸出液 と神

力浸 出液との相違を槍 するに當 りては,先 づ湖南和冤疫血粒 と神力浸出液 との 結合4B-一'型式

に於ける極大沈澱子量を測定す。即 ち一示度の内容0.0008c,c,に して70の 度盛 を有する喝6

本の沈澱計に,先 づ種子食盤水浸出液 を順次0.1,0.2,0.4,0.6,0.8,1.Oo.c.を 納め,次 で之に

冤疫血清を0,2c.c.宛 加へ,5時 間37。C.の 定温器中に放置し時々之 を振盪 して よく混和せ

しめ,更に之 を遠心器にて約2500同 の速度にて40分間 廻輻せしめたる後沈澱子量 を讃むに

極大沈澱子量を與へる両者の 割合は湖南和冤疫血清1対 神力種子食盤水浸山夜2の 比なる.

ことを知る(第 一表20

第 一一 表



次に此割合に於て両者 を混和 し37。C.の 定温器中に3時間 放置 した る後,之 を遠心 して沈

澱 を除去 したる上清 を用ひて主,副両 沈澱反応 を検した るに副沈澱反応 は除外せ られた り。

卸 ら極大沈澱子を生する割合に於 て飽和操作を施すζとによりて冤疫血清は絶髄特異性 を

獲得せ り。

3)生体 内飽和冤疫血清 を以てせ る輪環沈澱反応

操(13)の 生体内 飽和法に從ひ,種 子食慶水浸出液にて 虜置 したる家兎の 冤疫債が高潮期

に達したる時共血清の冤疫債及其特異性 を豫め楡 し,次 に蛋白質含量0.03%の 飽和 に用ふ

べき異種浸出液40-50c .e.を耳翻脈 より注射 し注射後3-4時間に て採血し血清を分離する時

は,無 庭置冤疫血清に比し著 しく特異化せらるるを見 る。かか る冤疫血清 を用ひて 輪環沈澱

反応を槍す。

C.實 験 成 績

1.禾 本科諸属闇の識別

夫 々属 を異にする禾本科植物6種,即 稻,粟,玉 蜀黍,大麥,小 変,龍 爪稜につき,稻,粟,

大麥 に対す る冤疫血清を以て輪環法によりて此等の類縁関係 を検した るに,層 重後二時間 口

に於ける結果によれば之等は何れの冤疫血清 を以て しても互によく識別することを得た り

(第二表)。

而 して共成績に よれば稻,粟,玉 蜀黍は互に近縁に,大麥,小麥 は互に近縁にして且前記3

種 とは可な り遠 く,龍 爪稜は以上5種 とは可なり遠 くして寧 ろ大麥,小麥 よりは稻,粟,玉 蜀

黍に近 きが如 し。

第 二 衷!)

1)稻 品種神 力,粟 品種虎 ノ尾,玉 蜀黍品種八作,大麥 品種竹下,小 饗品種畿 内鋳不知.

更に前記6種 及稗 を供試材料 とし,其 各に対す る冤疫 血清を製し前 同様の方法を以て槍 し



たるに・前記の結果を更に明かにするを得た り(第 三表)。 即ち稻,粟,稗,玉 蜀黍は互に近

縁に,大麥,小 変は互に近縁に,龍 爪稜は此等と類縁遠きものの如し。

本実験 に於 て凡ての冤疫血清が同極抗元に対して 強 く,異 種抗元に劃して 甚しく弱 く反鷹す・

るか・叉は全 く反応せざるは前實験に用ひたる冤疫血清 よりも遙かに特異的なるに基 くべ し。

第 三 表1⊃

1)稻 品種神 力,粟 品種虎 ノ尾,稗品種 山 ノ目二號,玉 蜀黍品種 八作,大 夢品種 膝八・

小麥 品種赤達摩。

II.稻 種類間の識別

1)無処置 冤疫血清 を以てせる実験

同一種 に屡する稻即内地稻 としては神力・雄町・關山・毫潤在來稻 としては短廣花螺・朝鮮

在來稻 としては多々租・支那在來稻 としては湖南和,常 熟晩稻・常熟眞米 を供試材料 とし・共

各に対す る冤疫血清 を製 し輪環法により此等8種 の類縁關係を検 した るに・其何れの琵疫 血

清 を以てしても互に相識別することを得 ざりき(第 四表)。

故に更に稀訳度を之 よりも細別し,1.5倍 進数的に殊訳して陽性反応 の境 界を至細に槍せん

とした るも同様に相識別すること困難なりき。

第 四 表

神力

雄 町

關 山

短廣花螺

多 々租

湖 南 秀山

常熟晩稻

常熟眞来



2)試 強管内飽和法 を以てせ る實験

神力(内 地稻)及 サルペー(朝 鮮在來稻)並 びに湖南和,常 熟晩稻(支 那稻)の4種 の稻

につき,共 各の冤疫血清に當該浸出液 と比較 すべき異踵種子浸出液の夫々を1=2の 割合に加

へ飽和 し,沈 澱 を除去 したる者を以て輪環沈澱反応 を検した るに之等は互に 相識別すること

を得,大体 より見れば御力と常i熱晩稻 とは近 く,サルペーと湖南租 とは互に逝縁にして,神 力

及常熟晩稻 とサルペー及湖南和 とは可な りの差異あ りき(第 五表)◎

第 五 表

免 疫 血 清i1抗神 力1抗 サ ル ペ ー1抗 湖 南 和li抗 常 熟 晩 稻

憩 力

ツ ル ベ 陣

湖 南 和

常 熟 晩 稻

抗常熟晩稻冤疫血清 を以て行へる(×)を 附 した る成績は,他 の三種冤疫血清 を以て得た

る成績と合致せす,理 解 に苦 しむ所 なるが何等 かの意義存すべきか。

次に内地水稻 として神 力,元 氣嬬,及 陸稻 として田優,岐 阜糀,及 畏穎稻,黒 藷(赤 米)・西

第 六 表

國河内(香稻)の7種 につき,夫等の冤疫血清

を他の6種 浸出液 を以て 夫々飽和操作を施

して得た る血清 につきて,同 種抗元 と飽和庭

置に用ぴた る異種抗元とを比較 したるに多

くは互に共等の間の識別困難なりき。然れ

ども黒藷及西國河内は 其抗血清 を以て する



時は明かに他 と識別 することを得(第 六表)。

父これ らを飽和沈澱元 として使用した る場合 も時には他の ものとの区別あるを認 めた り。

更に内地稻神力,雄 町,關山 を用ぴ同様 の試験 を行ぴた るに 全 く」比等 を識別する ことを得

ざりき(第 し表)。

第 七 表

これによれば試験管内飽和法を用ふる

時は,内 地稻相互の間 にては水稻 陸稻

及梗稻,濡稻 との区別は不可能なるも,黒

藷(赤 米),西 國河内(香 稻)の 如 き特殊

の性質を有するものは他の内地稻 と区別

を認め,更 に憩力(内 地稻),サ ルペー(朝

鮮稻),湖 南和,常 熟晩稻(支 那稻)を 比較する時は其間の差異を明かにすることを得た り。

3)生体 内飽和法を以てせる實験

神力(内 地稻),サ ルペー(朝 鮮稻),湖 南和,紅 血精(支 那稻)の4種 につき夫等の浸出液

を以て冤疫せる家兎に生膿内飽和法 を施 し,得 た る冤疫血清 を以て 輪環反応 を槍せる結果に

'よれば
,試験 管内飽和法の場合と同様 に明かに相識別するを得た り(第 八表)。

第 八ii蔓

　

次に内地稻神力(水 稻),關 山(水 稻),早 不知(陸 稻),紀 念濡(水 稻儒)及 短廣花螺(毫

潤在來稻),多 々租(朝 鮮在來稻),常 熟晩稻(支 那稻)の7種 につき前同様にして検した る

に,跡 力と關山との区別は不可能な りしも,他 は皆夫 々の程度に於て明かに互 に相識別する

ことを得た り(第 九表)。 即ち神力は他の内地稻に近 く壷灘稻には最 も遠 く,却つて支那常熟

晩稻に近きが如し。



策 九 裏

次に内地稻關山(水 稻)・早不知(陸 稻)・紀念精(水 稻濡)及 短廣花螺(憂 潤在來稻),多 々

租(朝 鮮在來稻)・並びに湖南和,常 熟晩稻(支 那稻)の7種 につき前同機にして槍 したるに

皆夫 々の程度に於て 明かに相識別 する ことを得た り(第 十表)。 而して湖南和につきて見れ

ば,内 地稻は最 も遠 く憂潤稻は最 も近縁 なり。

第 十 表

D.考 察

從來の無虜置冤疫血清 を以てする輪環沈澱反応 により,禾本科に島 し,互に属を異 にする7

種の作物及同一種に屡 し産地 を異にする稻8種 につき其等の類縁關係 を検した るに,属 を異

にする前記7種 は夫々の程度に於て明かに識別することを得た るも,後 者は互に相識別する



ことを得ざりき。

而 して,前 者の成績に よれば稻,粟,稗,玉 蜀黍は互 に近縁に,大 変,小麥 は互に近縁 にし

て,龍 爪稜は此等 と類縁遠 きものの如 し。こは 及 の分類と大膿に於て

一致するも,同氏は禾本糾を二大別して龍爪稜 を中に 入れ と同 一なる一

亜科中に入れお りて血清學上 よりの著者等の成績 とは一致せざりき。.

次に操の飽和法(13)に 倣ひ,冤 疫血清を試験 管内に於て 特異化 し,赫 力(内 地稻),サ ル

ペー…(朝 鮮稻),湖 南秘,常 熟晩稻(支 那稻)の4種 につき類縁關係 を槍 したるに,皆 夫々の

程度に於て識別することを得た り。 こは此等の蛋白質は甚だ類似のものなるも伺化學的に幾

分異なるものなるぺし,

而 して共結果に よれば(第 五表),神 力と常熟晩稻 とは近縁にして,サ ルペーと湖南和 とは

亙 に近縁 なりき。神力と常熱曉稻 とは形態學上よりも甚だ近縁のものにして・サルペーは朝

鮮にては野生稻 と構するも,草 型は日本型に属し形態學上よ りは 湖南和に遠 きも.血 清學上 ・

よりは神力 と遠 ぐして湖南和に近か りき。

更に内地稻なる梗稻,濡 酒,水 稻,陸 稻,長 頴稻,赤 米,香 稻D7種 につき前同様にして行

ひたる結果によれば(第 六表),赤 米,香 稻は夫等の冤疫血清を以てすれば互に之 を識別する

ことを得。

而 して叉此二者浸出液 を以て夫々他の冤疫血清 を飽和塵置せ る場 合も,之等 と同種沈澱元

との間に多少区別あるを認 めた るも,他 の五者は何れの冤疫血清を以てして も全 く区別す る

を得 ざりき。こは赤米,香 稻は梗稻及糀稻等 と区別あるを示すものにして 及

(9),田 中(17),吉 川(10)の 分類 と一致するも,長 穎稻は田中(17)に よれば,通 常裁培

稻 と区別して分類上の一大変種 とせ るも,著 者等の成績はこれ と一・致せざりき。

次に生体内飽和法を用ひたる結果に よれば,試 験管内飽和法の場合よりも著明の区別 をな

すことを得た り(第 八,九,十 表)。共結果に よれば,内 地水稻神 力,關 山は互に 共何れの冤

疫血清を以てして も全 く識別することを得ざりき。吉川(10)は 栽培上並びに利用上より水

稻,陸 稻並びに梗稻,濡 稻 を区別し,団 所(18は 梗稻,濡 稻 を化學上 より明かに識別せるも,

余等の實験に於ては陸稻及編稻の冤疫血清を用ひ たる時に於ては識別し得るも,抗神 力冤疫

血清 を以てぜ る場合は此等の間には殆んど差異を見出さす。

然るに支那稻,朝 鮮稻,毫灘稻は内地稻 と明かに其何れの冤疫血清を以てしても識別し得べ

く,而 して常熟晩稻以外の支那稻,嘉 潤稻は互に近 く,朝鮮稻及常熟晩稻(支 那稻)は 内地稻

に近縁 なりき。
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斯の如 く内地稻,朝 鮮稻,毫 灘稻,支 那稻D間 に於ては,血 清學的に明かに識別することを

得たるが,こ は分類學的に意義あるものならんと考へらる。

E.摘 要

禾本科に屡する稻(内 地稻,朝 鮮在來稻,支 那稻,毫 灘在來稻)及 大麥,小麥,稗,粟,玉 蜀

黍,龍 爪稜の種子食盤水浸出液 を被鑑別材料 とし,家 兎を冤疫動物 として使用し,輪環沈澱反

慮及特殊飽和法によりて,次 の成績 を得た り。

1)稻,粟,稗,玉 蜀黍,龍 爪稜,大麥,小麥 は,其 何れの冤疫血清を以てしても,互 に從來

の輪環沈澱反憲に よりて相識別することを得た り。

而 して其等の類縁關係によりて分てぱ,次 の三群に別 ち筍る如し。

(1)稻,粟,稗,玉 蜀黍

(2)龍 爪稜

(3)大麥 ・小変

幻 稻各種間に於 ては,無 庭置冤疫血清を以てして は識別 し得 ざれども,特 殊飽和法 によ

りて夫々の程度に於て識別することを得た り。

而 して,内 地稻相互の間 に於ては赤米,香 稻は他 と識別することを得たるも,水稻 及陸稻並

に梗稻及濡稻間には殆ん ど差異な く,只陸稻 及精稻の冤疫血清を用ひたる時に於て 梢識別す

ることを得た り。内地水稻品種にして進歩の程度を異にすと認むべき神力,雄 町 關山は全 く

互に識別すること難 く,長頴稻 も亦他 と殆ん ど識別 し得 ざりき。

次に内地稻,朝 鮮在來稻,憂 湾在來稻,支 那稻の間には,其 何れの冤疫血清 を用ひたる場合

に於て も明かに識別することを得た り。

本研究は1923年 より1926年 に亘 り,主 として九大農學部作物學教室に於て行ひJ-・部(禾

本科諸属間の識別)は 石原教授 の厚意により九大馨學部生理 事教室に於て操助教授 の補助の

下に途げたるものにして,玄玄に同教授 及同助教授 に樹 し深厚の謝意 を表す。
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'SERODIAGNOSTIC INVESTIGATION ON THE AFFINITIES 

OP DIPPERENT VARIETIES OF RICE1'

(Resume) 

Shigemoto KATO and Yoshio MARUYAMA

   This investigation has been made serodiagnostically, taking advantage 

of the nature of Proteids, to find the relationship between different varie-

1) Contributions from the Institute of Agronomy, Kyushu Imperial University. No. 5.



ties of rice, namely those of Japan Proper, those of China, and those native 

to Korea and  Formosa. Six other Cereal Crops, Italian millet, Sawa millet, 

Maize, Corakan, Barley, and wheat have also been used • for comparative 

study. 

In order to carry on these experiments, we have used rabbits as im-

mune animals, and FORNET'S " Ringprobe " and MIsAo's " Absattigungs-

verfahren " for precipitin reaction. 

   The results of our investigation are as follows : 

   1) Rice, Italian millet, Sawa millet, Corakan, Barley, Wheat have been 

clearly distinguished from each other by " Ringprobe " which has always 

been used. According to these results, these crops may be classified into 

three groups: 

   (1) Rice (Oryza sativa, I,.), Italian millet (Setaria italica, BEAuvols), 

       Sawa millet (Panicunz &us-Galli, L.), Maize (Zea mais, L.). 

   (2) Corakan (Eleusine Coracana, GARTNFR). 

   (3) Barley- (Hordeum sativum, JESS.), Wheat (Triticum sativum, 

        LAM.). 

   2) Though the varieties of rice have not been distinguished one from 

another by " Ringprobe ", they have been differentiated by " Absattigung-

sverfahren ". 

   Between the varieties of Japan Proper, China, and the native rices of 

Korea and Formosa, whichever immune-serum is employed, a clear differ-

ence has been found. 

   In the case of the varieties of Japan Proper, red and scented rice have 

been differentiated from the ordinary varieties. However, there have been 

found almost no differences between paddy and upland rice as well as between 

glutinous, and non-glutinous varieties. 

   The following varieties of Japan Proper, the Shinriki, Omachi, and 

Sekiyama, which used to be recognized as different in degree of improve-

ment, could not be distinguished. Again long glumed rices could scarcely 

be discriminated from the others used.


